
宗
因
点
俳
巻
三
点

(
翻
刻
)

一
、
表
記
は
可
能
な
限
り
底
本
通
り
と
し
た
。

一
、
略
字
体
等
は
現
行
の
漢
字
に
似
た
も
の
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
用
い
た
。

一
、
印
刷
の
都
合
上
、
長
点
を

O
、
平
点
を

O
で
表
記
し
た
。

て
「
雪
諜
」
独
吟
百
韻
巻

寛
文
五
年
十
一
月
・
大
鹿
音
野
屋
刊
『
雪
千
句
』
(
内
題
。
題
簸
「
駄
俳
譜

雪
千
句
点
取
」
)
所
収
。
同
習
は
作
者
名
を
記
さ
ぬ
「
雪
」
発
句
の
百
韻
十
巻

に
、
重
頼
・
未
得
・
玄
札
・
一
幽
(
宗
因
)
・
玖
也
・
道
寸
・
季
吟
・
立
圃
・

成
安
・
空
存
が
点
を
加
え
た
も
の
。
重
安
・
保
友
・
一
幽
の
三
吟
百
韻
を
追
加

す
る
。
編
者
は
名
を
記
さ
ぬ
が
、
追
加
の
発
句
を
詠
む
重
安
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。
宗
因
の
加
点
時
期
は
一
幽
号
か
ら
み
て
寛
文
二
年
以
前
と
推
定
さ

れ
る
。
底
本
は
東
京
大
学
付
属
図
書
館
蔵
竹
冷
文
庫
本
。

O
つ
く
ね
て
も
う
た
す
は
い
か
に
雪
諜

乾

小
石
原
よ
り
つ
め
た
焼
飯

楳
ニ
石
あ
し
く
哉

銀
山
の
掘
子
ハ
水
を
か
へ
ほ
し
て

と
き
の
声
を
も
あ
く
る
め
て
た
さ

。
秋
に
逢
し
律
の
調
ハ
殊
更
に

天
と
ふ
腐
も
手
も
と
に
そ
見
ゆ

に
そ
見
ゆ
釦
何

菊
月
の
夜
す
か
ら
料
る
鷹
の
鳥

烏
前
の
「
を
か
る
や
う
ニ
候

め
さ
れ
ぬ
る
こ
そ
酸
の
御
意
よ
し

ウ

。
上
下
の
腰
も
あ
て
な
る
生
付

道
場
参
り
す
な
を
な
る
袖

な
る
ノ
字
ち
か
し

O
一
遍
の
ひ
し
り
き
つ
て
の
廻
園
に
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